
[マウリヤ朝] 

前６世紀…ガンジス川流域でマガダ国が台頭し仏教、ジャイナ教などが 

マガダ国内で生まれる。 

→近隣の強国：コーサラ国を滅ぼして領土を併合。 

 

 前４世紀…アレクサンドロス大王の東方遠征 

→混乱に乗じて、ナンダ朝を滅ぼしたチャンドラグプタ王はマウリヤ朝を開く 

 

 マウリヤ朝 建国：チャンドラグプタ王  都：パータリプトラ 

 前４世紀…チャンドラグプタ王が建てる。 

→第３代：アショーカ王のとき全盛期 

 ・インドを南端以外すべて統一した。 

 ・仏教を保護し、ダルマ(法)という規範のもとに統治を行った。 

 ・第３回仏典結集を行った。 

 ・磨崖碑・石柱碑を各地に建てた。 

・王子マヒンダをスリランカへ派遣し仏教を伝えた。 

 

⇒前２世紀…バクトリアのサカ族、パルティアの侵入で滅亡。 

 

  

マウリヤ朝 
◎ パータリプトラ 


